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能　

界　

展　

望　
二
〇
二
一
年
（
令
和
三
年
）

�

宮　

本　

圭　

造

は
じ
め
に

　

二
〇
二
〇
年
晩
冬
に
感
染
拡
大
が
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

は
、
二
年
目
を
迎
え
て
も
一
向
に
鎮
ま
る
気
配
を
見
せ
な
い
。
当
初
は

数
ヶ
月
で
終
息
す
る
か
と
も
思
わ
れ
て
い
た
コ
ロ
ナ
禍
は
一
体
い
つ
に

な
っ
た
ら
終
わ
る
の
か
。
誰
も
が
見
え
な
い
敵
に
不
安
を
感
じ
、
重
苦

し
い
気
分
の
中
で
二
〇
二
一
年
は
始
ま
っ
た
。「
三
密
」
を
避
け
る
目

的
で
導
入
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
入
場
者
数
の
制
限
は
二
〇
二
〇
年
九
月
に

一
度
撤
廃
さ
れ
た
が
、
同
年
末
か
ら
感
染
者
が
爆
発
的
に
増
加
し
、

二
〇
二
一
年
一
月
七
日
に
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
の
各
都
県
、

一
月
十
三
日
に
栃
木
・
愛
知
・
岐
阜
・
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
・
福
岡
の

各
府
県
に
二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
。
能
楽
堂
の
入
場
者
数
に

も
再
び
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
制
限
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
宣
言

を
受
け
て
、
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
の
公
演
に
も
中
止
・
延
期
が
続

出
。
な
か
に
は
、
こ
の
時
期
に
予
定
さ
れ
て
い
た
延
期
公
演
が
再
び
の

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

感
染
者
が
完
全
に
減
少
し
き
ら
な
い
ま
ま
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火

リ
レ
ー
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
三
月
十
一
日
に
緊

急
事
態
宣
言
は
再
度
解
除
さ
れ
る
が
、
変
異
株
の
流
行
が
勢
い
を
増
し
、

四
月
二
十
三
日
に
は
三
た
び
東
京
・
関
西
圏
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
。

そ
の
影
響
で
、
四
月
末
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
公
演
に
ま
た
も
や
中

止
・
延
期
が
相
次
い
だ
。
中
止
と
す
べ
き
か
、
延
期
と
す
べ
き
か
、
会

の
主
催
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

実
施
が
決
定
し
た
場
合
も
、
感
染
者
数
の
動
向
に
気
を
も
み
な
が
ら
、

緊
急
事
態
宣
言
中
は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
入
場
率
で
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
し
、

規
制
解
除
後
に
急
遽
チ
ケ
ッ
ト
の
追
加
販
売
を
開
始
す
る
な
ど
、
平
常

時
で
は
考
え
ら
れ
な
い
臨
機
応
変
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
日
々
が
続
い

た
。
無
事
開
催
さ
れ
た
催
し
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
番
組
、
こ
の
演
者
で

あ
れ
ば
、
も
っ
と
大
勢
の
観
客
が
集
ま
る
は
ず
な
の
に
、
と
い
う
催
し

に
空
席
が
目
立
つ
こ
と
も
多
か
っ
た
。
先
の
見
え
な
い
状
況
が
、
ボ

デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
ダ
メ
ー
ジ
を
蓄
積
さ
せ
、
関
係
者
を

疲
弊
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
二
〇
二
一
年
前
半
期
の
能
楽
界
の
状
況

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

七
月
末
か
ら
九
月
は
じ
め
に
か
け
て
国
立
能
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
東

京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
能
楽
祭
は
、
能
楽
協

会
・
能
楽
会
他
が
主
催
す
る
大
規
模
な
企
画
で
、
こ
の
年
の
ハ
イ
ラ
イ
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ト
と
い
う
べ
き
催
し
で
あ
っ
た
が
、
肝
心
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
無
観
客
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た
海

外
か
ら
の
見
物
客
を
ほ
と
ん
ど
集
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
思
惑
が
外
れ

て
し
ま
っ
た
の
は
実
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
準

備
し
て
こ
ら
れ
た
関
係
者
の
無
念
た
る
や
、
想
像
す
る
に
余
り
あ
る
。

一
方
で
、
舞
台
上
の
成
果
は
、
苦
境
に
決
し
て
負
け
る
こ
と
の
な
い
演

者
の
熱
気
に
あ
ふ
れ
、
大
変
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
、
こ
の
年
の

舞
台
に
は
き
わ
め
て
充
実
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
圧
倒

的
な
力
を
見
せ
つ
け
た
観
世
清
和
の
翁
附
独
演
五
番
能
を
筆
頭
に
、
野

村
万
作
の
卒
寿
を
記
念
し
た
公
演
で
の
一
門
の
結
束
、
ま
す
ま
す
芸
に

深
み
を
増
し
て
い
る
野
村
萬
・
山
本
東
次
郎
の
健
在
ぶ
り
、
古
稀
を
迎

え
た
田
崎
隆
三
の〈
姨
捨
〉、「
獅
子
三
態
」
で
の
金
井
雄
資
の〈
望
月
〉、

か
つ
て
中
堅
・
若
手
と
言
わ
れ
た
世
代
が
芸
の
絶
頂
期
を
迎
え
つ
つ
あ

る
囃
子
方
の
面
々
な
ど
な
ど
、
筆
者
が
見
る
こ
と
の
で
き
た
限
ら
れ
た

範
囲
だ
け
で
も
印
象
的
な
舞
台
が
少
な
く
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

能
楽
界
の
底
力
を
実
感
で
き
た
一
年
で
あ
っ
た
。
浅
見
真
州
・
野
村
四

郎
と
い
う
現
代
の
能
楽
界
を
代
表
す
る
二
人
を
時
を
隔
て
ず
し
て
失
っ

た
喪
失
感
は
大
き
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
舞
台
上
で
の
人
生
最
後
の

輝
き
を
十
分
に
見
届
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
ま
こ
と
に
残
念

だ
っ
た
が
、
第
一
回
観
世
淳
夫
之
会
、
第
一
回
野
村
太
一
郎
狂
言
の
会

が
こ
の
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
を
始
め
、「
山
本
会
別
会
」
で〈
し
び

り
〉を
勤
め
た
山
本
則
光
、「
三
ノ
会
」
で〈
靱
猿
〉の
猿
を
勤
め
た
茂
山

郁
馬
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
演
者
の
活
躍
が
楽
し
み
な
一
年
で
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
文
化
庁
の
「
大
規
模
か
つ
質
の
高
い
文
化
芸
術
活
動
を
核

と
し
た
ア
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
能
楽
協
会
の
主

導
に
よ
り
「
日
本
全
国　

能
楽
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
」
と
銘
打
っ
た
大
規
模

な
全
国
公
演
が
始
ま
り
、
翌
年
一
月
に
か
け
て
全
国
二
十
地
域
、

三
十
五
会
場
で
、
七
十
一
も
の
公
演
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。

　

以
下
、
主
な
舞
台
等
を
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
、
時
系
列
で
掲
出

す
る
。
関
東
以
外
の
催
し
へ
の
目
配
り
が
十
分
で
は
な
く
、
ま
た
重
要

な
公
演
の
遺
漏
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
御
寛
恕
願
い
た
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
・
そ
の
他

◎
観
世
喜
之
の
舞
納
め

　

2
月
14
日
。
矢
来
能
楽
堂
。
満
八
十
五
歳
と
な
っ
た
観
世
喜
之
が
同

日
、
観
世
九
皐
会
で
の〈
鶴
亀
〉を
も
っ
て
能
の
シ
テ
の
舞
納
め
と
し
た
。

◎
日
本
博
皇
居
外
苑
特
別
公
演
「
祈
り
の
か
た
ち
」

　
「
日
本
博
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
特
別
公
演
。
皇
居
二
重
橋
を

背
後
に
望
む
特
設
舞
台
で
行
わ
れ
た
。
3
月
12
日
は〈
翁
〉（
観
世
清

和
）・
一
調〈
杜
若
〉（
金
春
憲
和
）・
囃
子〈
羽
衣
〉（
友
枝
昭
世
）・
狂
言

〈
三
本
柱
〉（
野
村
万
作
）・
能〈
高
砂
祝
言
之
式
〉（
観
世
清
和
）。
3
月
14

日
は
琉
球
舞
踊
に
続
き
、
囃
子〈
岩
船
〉（
宝
生
和
英
）・
狂
言〈
茸
〉（
石

田
幸
雄
）・
能〈
石
橋 

大
獅
子
〉（
観
世
清
和
）。
な
お
3
月
13
日
に
は
浦

浜
念
仏
剣
舞
に
続
き
、
脇
仕
舞〈
羅
生
門
〉（
宝
生
欣
哉
）・
囃
子〈
東
北
〉

（
金
剛
永
謹
）・
狂
言〈
呼
声
〉（
山
本
東
次
郎
）・
能〈
土
蜘
蛛 

入
違
之

伝
・
白
頭
・
眷
属
出
之
伝
・
サ
サ
ガ
ニ
〉（
観
世
銕
之
丞
）が
予
定
さ
れ

て
い
た
が
、
荒
天
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。
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◎
心
斎
橋
パ
ル
コ
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
記
念
能
舞
台
披
き

　

兵
庫
県
三
田
市
で
有
馬
能
楽
堂
を
運
営
し
て
い
る
三
田
屋
本
店
の
心

斎
橋
パ
ル
コ
店
に
能
舞
台
を
併
設
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
が
開
業
。
舞
台
披

き
は
1
月
21
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
3
月
18
日
に
延
期
と
な
っ
た
。
舞
囃
子〈
高
砂
〉大
槻
文
藏
。

◎
山
本
則
直
十
三
回
忌
追
善
山
本
会
別
会

　

3
月
21
日
。
国
立
能
楽
堂
。〈
枕
物
狂
〉山
本
泰
太
郎
、〈
成
上
り
〉山

本
東
次
郎
、〈
花
子
〉山
本
凛
太
郎
ほ
か
。〈
枕
物
狂
〉と〈
花
子
〉は
披
キ
。

◎
二
十
六
世
観
世
宗
家
観
世
清
和
独
演
翁
附
五
番
能

　

6
月
20
日
。
観
世
能
楽
堂
。
第
四
十
九
回
正
門
別
会
特
別
公
演
。
第

一
部
・
第
二
部
の
二
部
制
で
、
第
一
部
の
開
演
は
午
前
10
時
、
第
二
部

の
終
演
は
午
後
8
時
40
分
。〈
翁
〉〈
高
砂　

八
段
之
舞
〉観
世
清
和
、

〈
末
広
か
り
〉野
村
万
作
、
仕
舞〈
砧
〉観
世
銕
之
丞
、〈
清
経　

恋
之
音

取
〉観
世
清
和（
以
上
第
一
部
）、〈
羽
衣　

彩
色
之
伝
〉観
世
清
和
、〈
二

人
袴
〉山
本
東
次
郎
、〈
卒
都
婆
小
町　

一
度
之
次
第
〉観
世
清
和
、
一

調〈
松
虫
〉梅
若
実
、〈
石
橋　

大
獅
子
〉観
世
清
和
。
2
0
0
0
年
に
浅

見
真
州
が
行
っ
て
以
来
と
な
る
翁
附
の
独
演
五
番
能
。
当
初
は
令
和
2

年
6
月
21
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
本
年
に
延
期

と
な
っ
た
。

◎
香
里
能
楽
堂
開
館
五
十
五
周
年
記
念
能

　

7
月
4
日
。
香
里
能
楽
堂
。
シ
テ
方
宝
生
流
辰
巳
家
の
舞
台
の

五
十
五
周
年
を
記
念
す
る
催
し
。〈
大
蛇
〉辰
巳
満
次
郎
、〈
七
人
猩
々
〉

宝
生
和
英
ほ
か
。
同
能
楽
堂
は
京
阪
電
鉄
の
高
架
化
に
伴
い
7
月
18
日

の
公
演
を
最
後
に
改
修
工
事
に
入
っ
た
。

◎
野
口
傳
之
助
米
寿
記
念
能
と
囃
子
の
会

　

7
月
18
日
。
大
槻
能
楽
堂
。
二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
二
日
の
延
期
公

演
。
森
田
流
笛
方
の
野
口
傳
之
助
の
米
寿
を
記
念
す
る
会
。
一
管〈
米

寿
之
音
取
〉野
口
傳
之
助
・〈
傘
寿
之
音
取
〉左
鴻
雅
義
・〈
眞
之
神
子
神

楽
〉杉
市
和
、
能〈
景
清　

松
門
之
出
〉大
槻
文
藏
・〈
鸚
鵡
小
町　

杖
三

段
之
舞
〉観
世
清
和
ほ
か
。

◎�

東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
能
楽
祭
～
喜
び

を
明
日
へ
～

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大
会
期
間
に
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
た
特
別
公
演
。
7
月
27
日
・
28
日
・
29
日
・
8
月
2
日
・
3

日
・
27
日
・
9
月
3
日
。
国
立
能
楽
堂
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
能
楽
祭
は
一

日
目〈
翁　

十
二
月
往
来
・
父
尉
延
命
冠
者
〉金
春
憲
和
、〈
二
人
袴
〉野

村
萬
、
二
日
目〈
武
悪
〉山
本
東
次
郎
、〈
屋
島
〉観
世
清
和
、
三
日
目

〈
業
平
餅
〉大
藏
彌
太
郎
、〈
杜
若　

沢
辺
之
舞
〉宝
生
和
英
、
四
日
目

〈
鎌
腹
〉三
宅
近
成（
右
矩
の
代
演
）、〈
三
輪　

神
遊
〉（
友
枝
昭
世
）、
五

日
目〈
舟
渡
聟
〉野
村
万
作
、〈
道
成
寺
〉金
剛
龍
謹
、
他
を
上
演
。
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
能
楽
祭
は
8
月
27
日
と
9
月
3
日
に
行
わ
れ
、
一
日
目

〈
佐
渡
狐
〉茂
山
あ
き
ら
、〈
土
蜘
蛛　

サ
サ
ガ
ニ
〉加
藤
眞
悟
、
二
日
目

手
話
狂
言〈
梟
山
伏
〉江
副
悟
史
、〈
羽
衣　

盤
渉
〉柏
山
聡
子
を
上
演
。

◎
日
本
全
国
能
楽
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
宝
生
流
東
京
公
演
「
獅
子
三
題
」

　

10
月
31
日
。
宝
生
能
楽
堂
。
獅
子
が
登
場
す
る
能
・
狂
言
の
秘
曲
を

同
時
上
演
す
る
と
い
う
企
画
。〈
望
月
〉金
井
雄
資
、〈
獅
子
聟
〉山
本
東

次
郎
、〈
石
橋　

赤
黒
〉宝
生
和
英
。〈
獅
子
聟
〉は
山
本
東
次
郎
家
の
み

の
伝
承
曲
。〈
石
橋　

赤
黒
〉は
赤
獅
子
と
黒
獅
子
が
対
峙
す
る
新
演
出
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バ
ー
ジ
ョ
ン
。
考
案
者
の
宝
生
和
英
氏
に
よ
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
疫
病
禍
か
ら
生
ま
れ
た
、
終
わ
り
の
な
い
対
立
へ
の
恐
怖
を
表

現
し
た
演
出
と
い
う
。

◎
野
村
万
作
卒
寿
記
念
公
演

　

10
月
28
日
・
31
日
の
「
狂
言
ご
ざ
る
乃
座
」、
11
月
21
日
の
「
万
作

を
観
る
会
」
が
野
村
万
作
卒
寿
記
念
と
し
て
開
催
。「
狂
言
ご
ざ
る
乃

座
」
で
は
、
野
村
万
作
の
皇
帝
、
萬
斎
の
通
辞
、
裕
基
の
相
撲
取
り
の

三
世
代
に
加
え
て
、
三
十
名
近
い
一
門
そ
の
他
の
演
者
が
一
堂
に
会
し

た〈
唐
人
相
撲
〉、「
万
作
を
観
る
会
」
で
は
野
村
万
作
の〈
枕
物
狂
〉他

が
上
演
さ
れ
た
。

【
復
曲
・
新
作
】

◎
新
作
狂
言〈
地
獄
大
変
〉

　

1
月
23
日
。
豊
田
市
能
楽
堂
。「
じ
ご
く
ら
く
ご
じ
～
地
獄
・
極

楽
・
地
獄
～
」
と
題
す
る
公
演
。
二
世
井
上
松
次
郎
の
新
作
狂
言〈
地

獄
大
変
〉ほ
か
を
上
演
。
飯
塚
恵
理
人
「
意
欲
的
な
試
み
」（『
能
楽
タ

イ
ム
ズ
』
五
月
号
）に
報
告
が
載
る
。

◎
復
曲
能〈
篁
〉

　

京
都
観
世
会
に
よ
る
第
六
回
復
曲
試
演
の
会
。
当
初
は
令
和
2
年
4

月
に
プ
レ
公
演
、
6
月
に
本
公
演
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
延
期
と
な
り
、

同
年
12
月
23
日
の
プ
レ
公
演
を
経
て
、
令
和
3
年
2
月
13
日
に
京
都
観

世
会
館
で
上
演
。
監
修
・
西
野
春
雄
。
出
演
は
シ
テ
味
方
玄
・
ツ
レ
片

山
九
郎
右
衛
門
・
ワ
キ
宝
生
欣
哉
ほ
か
。
多
川
俊
映
「
復
曲
能
「
篁
」

を
み
て
」（『
観
世
』
五
・
六
月
号
）、
樹
下
好
美
「
第
六
回
復
曲
試
演
の

会〈
篁
〉管
見
」（『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
六
月
号
）に
報
告
が
載
る
。

◎
復
曲
能〈
和
田
酒
盛
〉　

　

2
月
13
日
。
平
塚
市
中
央
会
館
。
第
八
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
能
狂
言
と

し
て
、
第
六
回〈
伏
木
曽
我
〉、
第
七
回〈
虎
送
〉に
続
く
曽
我
物
の
復
曲
。

出
演
は
シ
テ
加
藤
眞
悟
・
ツ
レ
梅
若
久
紀
・
古
室
知
也
・
長
谷
川
晴

彦
・
ワ
キ
梅
村
昌
功
ほ
か
。
森
村
進
「
曽
我
兄
弟
物
の
復
曲
第
三
弾

「
和
田
酒
盛
」」（『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
四
月
号
）に
詳
細
な
報
告
が
載
る
。

同
年
12
月
11
日
に
名
古
屋
能
楽
堂
で
も
再
演
。

◎
新
作
能〈
聖
徳
太
子
〉

　

5
月
9
日
。
聖
徳
太
子
廟
が
あ
る
叡
福
寺
で
太
子
遠
忌
大
法
会
期
間

中
に
奉
納
。
聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年
遠
忌
に
合
わ
せ
て
叡
福
寺
が
制
作

を
委
嘱
し
た
新
作
能
。
作
・
竹
田
真
砂
子
。
監
修
・
演
出
・
節
付
は
大

槻
文
藏
。
当
日
は
声
明
、
新
作
狂
言〈
太
子
手
鉾
〉野
村
萬
斎
に
続
き
上

演
。
シ
テ
大
槻
文
藏
・
ワ
キ
福
王
知
登
ほ
か
。
小
辰
恭
子
「
聖
徳
太
子

一
四
〇
〇
年
御
遠
忌
大
法
会
に
新
作
能
「
聖
徳
太
子
」
を
上
演
」（『
観

世
』
七
・
八
月
号
）に
報
告
が
載
る
。

◎
復
曲
能〈
綱
〉　

　

6
月
18
日
。
山
中
能
舞
台
。「
や
お
発
高
安
能
未
来
継
承
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
催
し
。〈
綱
〉は
渡
辺
綱
に
腕
を
斬
ら
れ
た
鬼
が
腕
を
奪
い
返

す
物
語
に
取
材
し
た
曲
。
能
本
作
成
・
監
修
は
西
野
春
雄
が
担
当
。
シ

テ
山
中
雅
志
、
ワ
キ
原
大
ほ
か
の
出
演
。
細
合
道
子
「【
報
告
】
令
和

に
蘇
る
能〈
綱
〉─
五
百
年
ぶ
り
の
復
元
能
─
」（『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
八

月
号
）に
詳
細
な
報
告
記
事
、
西
野
春
雄
「
散
逸
曲《
綱
》の
復
元
」

（『
能
楽
研
究
』
四
十
六
号
）に
復
曲
の
経
緯
と
上
演
詞
章
が
載
る
。
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◎
新
作
能〈
長
崎
の
聖
母
〉〈
ヤ
コ
ブ
の
井
戸
〉

　

8
月
4
日
～
8
日
。
座
・
高
円
寺
。
2
0
0
5
年
に
長
崎
・
浦
上
天

主
堂
で
初
演
さ
れ
た
多
田
富
雄
作
の
新
作
能〈
長
崎
の
聖
母
〉と

2
0
1
9
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
初
演
さ
れ
た
デ
ィ
ー
ト
ハ
ル
ト
・
レ
オ
ポ

ル
ド
作
の
新
作
能〈
ヤ
コ
ブ
の
井
戸
〉と
の
同
時
連
続
上
演
。〈
ヤ
コ
ブ

の
井
戸
〉は
今
回
が
日
本
初
演
で
、
対
立
す
る
二
つ
の
民
族
が
砂
漠
で

一
つ
の
井
戸
を
分
け
合
う
と
い
う
『
新
約
聖
書
』
の
物
語
に
取
材
し
た

作
品
。
両
曲
共
に
シ
テ
は
清
水
寛
二
。
清
水
は
演
出
も
担
当
し
た
。
そ

の
他
の
出
演
は
ワ
キ
大
日
方
寛
・
ア
イ
小
笠
原
由
祠（
以
上〈
長
崎
の
聖

母
〉）、
ワ
キ
殿
田
謙
吉
・
ア
イ
小
笠
原
弘
晃
・
み
ょ
ん
ふ
ぁ（
以
上〈
ヤ

コ
ブ
の
井
戸
〉）ほ
か
。〈
長
崎
の
聖
母
〉に
は
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の
波
多
野

睦
美
も
出
演
。
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
・
小
田
幸
子
。
当
初
は
ワ
キ
ツ
レ
と

し
て
ヤ
ク
ブ
・
カ
ル
ポ
ル
ク
、
ア
イ
と
し
て
ニ
ー
ナ
・
フ
ォ
グ
が
出
演

予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
来
日
中
止
と
な
り
、
小
笠
原
・

み
ょ
ん
ふ
ぁ
が
代
演
。
能
の
形
式
を
大
胆
に
破
り
、
様
々
な
解
釈
を
観

客
に
投
げ
か
け
た〈
ヤ
コ
ブ
の
井
戸
〉が
鮮
烈
で
、
み
ょ
ん
ふ
ぁ
が
「
ア

リ
ラ
ン
」
を
歌
う
場
面
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
問
題
が
決
し
て
遠
い
国
の

出
来
事
で
は
な
く
、
韓
国
と
の
間
に
様
々
な
軋
轢
を
抱
え
る
我
々
の
問

題
で
も
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
突
き
付
け
た
。
ラ
イ
ブ
配
信
あ
り
。

【
新
し
い
試
み
、
他
ジ
ャ
ン
ル
と
の
融
合
な
ど
】

◎
金
曜
ド
ラ
マ
「
俺
の
家
の
話
」

　

1
月
22
日
か
ら
3
月
26
日
ま
で
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
で
放
送
。「
観
山
」
流
シ

テ
方
で
人
間
国
宝
の
観
山
寿
三
郎
と
そ
の
長
男
で
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
観

山
寿
一
親
子
を
軸
に
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
人
々
の
姿
を
描
く
ホ
ー
ム
ド

ラ
マ
。
脚
本
・
宮
藤
官
九
郎
。
観
山
寿
三
郎
を
西
田
敏
行
、
寿
一
を
長

瀬
智
也
が
演
じ
た
。
能
楽
指
導
は
浅
見
慈
一
。
宝
生
能
楽
堂
、
喜
多
能

楽
堂
が
撮
影
に
協
力
。〈
道
成
寺
〉〈
隅
田
川
〉が
劇
中
に
登
場
し
た
。

◎
漫
画
『
ワ
ー
ル
ド
・
イ
ズ
・
ダ
ン
シ
ン
グ
』

　

三
原
和
人
作
。
少
年
時
代
の
世
阿
弥
を
描
い
た
作
品
。『
モ
ー
ニ
ン

グ
』
誌
で
令
和
3
年
よ
り
連
載
ス
タ
ー
ト
。
同
年
8
月
に
単
行
本
の
第

1
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。

◎
オ
ペ
ラ
「O

nly the Sound Rem
ains

─
余
韻
─
」

　

6
月
6
日
。
東
京
文
化
会
館
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
作
曲
家
カ
イ
ヤ
・

サ
ー
リ
ア
ホ
が
能〈
経
政
〉〈
羽
衣
〉に
基
づ
き
作
曲
し
た
新
作
オ
ペ
ラ
の

日
本
初
演
と
な
る
公
演
。
世
界
初
演
は
2
0
1
6
年
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
オ
ラ
ン
ダ
国
立
オ
ペ
ラ
。
1
9
1
6
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ

た
『”N

oh”, or A
ccom

plishm
ent: A

 Study of the Classical 
Stage of Japan

』
の
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
の
英
語
台
本
に
拠
る
。
ク

レ
マ
ン
・
マ
オ
・
タ
カ
ス
指
揮
東
京
文
化
会
館
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
新
国
立
劇
場
合
唱
団
、
ミ
ハ
ウ
・
ス
ワ
ヴ
ェ
ッ
キ（
Ｃ
Ｔ
）、
ブ

ラ
イ
ア
ン
・
マ
リ
ー（Bs-Br

）、
森
山
開
次（
ダ
ン
ス
）に
よ
る
上
演
。

演
出
ア
レ
ク
シ
ス
・
バ
リ
エ
ー
ル
、
振
付
森
山
開
次
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
等
と
の
国
際
共
同
制
作
。
カ
ン
テ
レ（
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
民
族
楽
器
）を
加
え
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
、
Ｐ
Ａ
に
よ
っ
て
エ

コ
ー
を
響
か
せ
た
声
楽
と
が
夢
幻
的
な
響
き
を
生
み
出
し
て
い
た
。

◎
「
神
・
鬼
・
麗　

三
大
能
∞
2
0
2
0
」

　

8
月
27
日
よ
り
動
画
配
信
。
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
と
題
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し
、
最
新
の
映
像
技
術
と
能
楽
と
の
融
合
に
よ
り
、
全
く
新
し
い
舞
台

を
創
出
す
る
企
画
。〈
高
砂
〉〈
紅
葉
狩
〉〈
羽
衣
〉の
三
曲
を
ベ
ー
ス
に
、

斬
新
な
照
明
演
出
、
森
英
恵
デ
ザ
イ
ン
の
装
束
、
洋
楽
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
様
々
な
新
し
い
試
み
が
な
さ
れ
た
。
映
像
は
東
映
ツ
ー
ク
ン
研

究
所
に
よ
る
。
監
修
・
観
世
清
和
、
総
合
演
出
・
坂
口
貴
信
、
総
合
監

督
・
深
作
健
太
。
出
演
は
観
世
三
郎
太
・
坂
口
貴
信
ほ
か
。

◎
「
未
練
の
幽
霊
と
怪
物
─
「
挫
波
」「
敦
賀
」
─
」

　

6
月
5
日
～
26
日
。
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
神
奈
川
芸
術
劇
場
・
大
ス
タ
ジ
オ
。

Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
神
奈
川
芸
術
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
2
0
2
0
年
6
月
に
予

定
さ
れ
て
い
た
公
演
の
延
期
公
演
。
作
・
演
出
・
岡
田
利
規
、
音
楽
監

督
・
内
藤
和
久
、
出
演
・
森
山
未
來
・
片
桐
は
い
り
ほ
か
。
新
国
立
競

技
場
の
設
計
者
と
し
て
コ
ン
ペ
で
選
ば
れ
な
が
ら
、
そ
の
後
採
用
を
撤

回
さ
れ
、
ほ
ど
な
く
し
て
亡
く
な
っ
た
建
築
家
、
ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
を

シ
テ
と
す
る
「
挫
波
」、
旅
行
者
が
敦
賀
の
原
子
炉
も
ん
じ
ゅ
を
訪
れ

る
場
面
か
ら
始
ま
る
「
敦
賀
」。
夢
幻
能
の
形
式
に
触
発
さ
れ
た
二
演

目
を
上
演
。

◎
錬
肉
工
房
創
立
五
十
周
年
記
念
企
画
「
盲
人
達
」

　

6
月
24
日
～
27
日
。
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
神
奈
川
芸
術
劇
場
・
中
ス
タ
ジ
オ
。

岡
本
章
が
主
宰
す
る
錬
肉
工
房
と
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
神
奈
川
芸
術
劇
場
と
の
提

携
公
演
。
現
代
能
楽
集
シ
リ
ー
ズ
の
作
品
。
原
作
は
Ｍ
・
メ
ー
テ
ル
リ

ン
ク
の
同
名
戯
曲
。
ど
こ
か
に
行
っ
た
ま
ま
帰
っ
て
こ
な
い
神
父
を
待

ち
続
け
る
孤
島
の
施
療
院
の
盲
人
達
の
姿
を
、
能
の
演
技
・
様
式
を
活

か
し
つ
つ
、
コ
ロ
ス
劇
と
し
て
表
現
。
シ
テ
方
金
春
流
の
櫻
間
金
記
の

ほ
か
、
シ
テ
方
観
世
流
の
鵜
澤
久
・
清
水
寛
二
・
西
村
高
夫
も
参
加
。

横
道
闌
「
錬
肉
工
房
創
立
五
十
周
年
記
念
公
演　

現
代
能
楽
集
『
盲
人

達
』
を
見
て
」（『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
八
月
号
）に
詳
細
な
報
告
が
載
る
。

◎
能
と
オ
ペ
ラ
「
静
、
愛
と
死
」

　

8
月
7
日
。
神
奈
川
県
立
県
民
ホ
ー
ル
。「
能
と
オ
ペ
ラ
の
融
合
に

よ
る
創
作
舞
台
」
と
し
て
、
第
一
部
で
能〈
船
弁
慶
〉中
森
昌
三
、
第
二

部
で
オ
ペ
ラ
「
静
と
義
経
」（
1
9
9
3
年
初
演
）が
演
じ
ら
れ
た
。
オ

ペ
ラ
の
作
曲
は
三
木
稔
、
台
本
は
な
か
に
し
礼
。
田
中
祐
子
指
揮
の
神

奈
川
県
フ
ィ
ル
、
砂
川
涼
子（
Ｓ
）、
中
井
亮
一（
Ｔ
）他
の
上
演
。
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
に
無
観
客
ラ
イ
ブ
配
信
と
な
っ
た
。
配
信
映
像
は
現
在
も

神
奈
川
フ
ィ
ル
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
視
聴
可
能
。

◎
東
洋
─
西
洋
の
ス
パ
ー
ク

　

8
月
22
日
。
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
。
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
。
2
0
1
7
年
に
パ

リ
の
シ
テ
・
ド
・
ラ
・
ミ
ュ
ジ
ッ
ク
で
初
演
さ
れ
た
細
川
俊
夫
作
曲
の

オ
ペ
ラ
『
二
人
静
～
海
か
ら
来
た
少
女
』
の
日
本
初
演
。
パ
リ
で
の
世

界
初
演
と
同
じ
く
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ピ
ン
チ
ャ
ー
指
揮
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
ア
ン
テ
ル
コ
ン
タ
ン
プ
ラ
ン
、
シ
ェ
シ
ュ
テ
ィ
ン
・
ア
ヴ
ェ
モ

（
Ｓ
）、
青
木
涼
子（
能
声
楽
家
）に
よ
る
上
演
。
能〈
二
人
静
〉に
基
づ
き
、

地
中
海
の
海
辺
に
流
れ
着
い
た
難
民
の
少
女
に
静
御
前
の
霊
が
取
り
憑

く
と
い
う
物
語
を
平
田
オ
リ
ザ
が
日
本
語
の
台
本
と
し
て
仕
上
げ
、
そ

れ
を
英
語
に
翻
訳
し
た
リ
ブ
レ
ッ
ト
が
用
い
ら
れ
た
。
抗
い
が
た
い
暴

力
の
犠
牲
と
な
っ
た
二
人
の
女
性
の
悲
劇
が
時
空
を
超
え
て
重
な
り
合

い
、
二
人
の
声
が
や
が
て
一
つ
に
な
っ
て
い
く
様
を
描
く
。
コ
ロ
ナ
禍

の
最
中
、
海
外
か
ら
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
来
演
が
実
現
し
、
完
成
度
の
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高
い
上
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

◎
第
十
六
回
山
井
綱
雄
の
会

　

11
月
5
日
。
国
立
能
楽
堂
。
新
作
能〈
鷹
姫
〉の
金
春
流
に
よ
る
初
上

演
。
鷹
姫
・
宝
生
和
英
、
老
人
・
櫻
間
金
記
と
観
世
喜
正
、
空
賦
麟
・

山
井
綱
雄
。
コ
ロ
ス
は
金
春
・
金
剛
・
喜
多
・
ワ
キ
方
宝
生
流
・
狂
言

方
大
蔵
流
の
混
成
。
シ
ア
タ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
・
カ
ク
シ
ン
ハ
ン
主
宰
の

木
村
龍
之
介
が
演
出
を
担
当
。
冒
頭
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヘ
ン

リ
ー
六
世
』
の
一
場
面
を
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
俳
優
が
演
じ
、
鷹
姫
の

登
場
楽
に
Ｇ
・
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
第
五
番
ア
ダ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
を
流
す

な
ど
の
新
し
い
試
み
。
老
人（
櫻
間
金
記
）か
ら
幽
体
離
脱
し
た
も
う
一

人
の
老
人（
観
世
喜
正
）を
舞
台
に
出
す
な
ど
、
登
場
人
物
に
も
工
夫
が

こ
ら
さ
れ
た
。

【
展
覧
会
】

◎
日
本
人
と
自
然
─
能
楽
と
日
本
美
術
─

　

4
月
7
日
～
6
月
27
日
。
国
立
能
楽
堂
資
料
展
示
室
。
絵
画
や
工
芸

品
に
見
え
る
能
楽
意
匠
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
。「
春
夏
秋
冬
」「
草
木

成
仏
」「
花
鳥
風
月
」
の
主
題
に
沿
っ
て
、
謡
本
・
能
装
束
・
鼓
胴
の

ほ
か
、
琳
派
の
絵
画
、
蒔
絵
箱
な
ど
が
陳
列
さ
れ
た
。

◎�

自
然
が
彩
る　

か
た
ち
と
こ
こ
ろ
─
絵
画
・
茶
道
具
・
調
度
品
・
能

装
束
な
ど
─

　

7
月
10
日
～
8
月
22
日
。
三
井
記
念
美
術
館
。
絵
画
・
茶
道
具
等
に

見
え
る
自
然
の
景
物
の
意
匠
に
焦
点
を
当
て
た
展
示
。
同
館
蔵
の
能
装

束
も
出
陳
。

◎
竹
内
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
受
贈
記
念
特
別
展

　

10
月
7
日
～
令
和
4
年
3
月
6
日
。
金
沢
能
楽
美
術
館
。
金
沢
出
身

の
金
春
流
太
鼓
方
・
柿
本
豊
次
ゆ
か
り
の
楽
器
等
を
中
心
と
し
た
展
示
。

柿
本
豊
次
に
師
事
し
た
長
野
県
東
御
市
の
竹
内
春
彦
が
師
匠
か
ら
譲
り

受
け
た
も
の
で
、
柿
本
の
三
十
三
回
忌
を
機
に
同
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

◎�

上
杉
家
伝
来
能
面
・
能
装
束
～
語
り
は
じ
め
た
面
袋
～

　

10
月
16
日
～
12
月
8
日
。
米
沢
市
上
杉
博
物
館
。
江
戸
期
を
通
じ
て

金
剛
流
の
能
を
採
用
し
た
米
沢
藩
上
杉
家
伝
来
の
能
面
・
能
装
束
を
中

心
と
し
た
展
示
。
上
杉
家
の
能
面
・
能
装
束
は
現
在
そ
の
過
半
が
東
京

国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
里
帰
り
展
と
い
う
位
置
付
け

で
あ
る
が
、
数
年
間
に
わ
た
る
事
前
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、
現
在
は

散
逸
し
て
東
博
以
外
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
様
々
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
も
併
せ
て
展
示（
一
部
写
真
パ
ネ
ル
）。
か
つ
て
の
上
杉
家
伝
来

能
道
具
の
全
体
像
を
可
能
な
限
り
復
元
す
る
。
図
録
も
充
実
し
た
内
容
。

◎
畠
山
記
念
館
の
名
品
─
能
楽
か
ら
茶
の
湯
、
そ
し
て
琳
派
─

　

10
月
19
日
～
12
月
5
日
。
京
都
国
立
博
物
館
。
荏
原
製
作
所
創
業
者

の
畠
山
一
清
が
蒐
集
し
た
畠
山
記
念
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
。
加
賀
前

田
家
伝
来
の
能
道
具
等
を
展
示
。

◎
小
道
具
か
ら
見
る
能

　

11
月
10
日
～
12
月
23
日
。
国
立
能
楽
堂
資
料
展
示
室
。
能
の
舞
台
で

用
い
ら
れ
る
小
道
具
類
を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
展
。
面
や
装
束
の
展
示

は
頻
繁
に
催
さ
れ
る
が
、
持
チ
物
・
差
シ
物
等
に
焦
点
を
当
て
た
展
示

は
珍
し
い
。
間
近
に
見
る
機
会
の
少
な
い
小
道
具
を
つ
ぶ
さ
に
鑑
賞
で

き
る
貴
重
な
展
示
で
あ
っ
た
。
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襲
名
・
そ
の
他

◎�
シ
テ
方
観
世
流
の
大
槻
文
藏
が
3
月
、
お
お
さ
か
観
光
大
使
に
就
任

し
た
。「
文
化
芸
術
の
ま
ち
大
阪
」
の
国
内
外
へ
の
発
信
を
期
待
さ

れ
て
の
も
の
。

◎
笛
方
森
田
流
の
槌
矢
亮
は
4
月
1
日
を
も
っ
て
野
口
亮
に
改
名
し
た
。

◎�

シ
テ
方
観
世
流
の
野
村
四
郎
は
4
月
3
日
、
雪
号
を
授
与
さ
れ
、
野

村
幻
雪
と
改
名
し
た
。『
観
世
』
七
・
八
月
号
に
詳
細
記
事
が
載
る
。

◎�

狂
言
方
和
泉
流
の
野
村
萬
斎
が
4
月
、
石
川
県
立
音
楽
堂
邦
楽
監
督

に
就
任
し
た
。

◎�

狂
言
方
和
泉
流
の
野
村
萬
斎
が
6
月
、
公
益
社
団
法
人
全
国
公
立
文

化
施
設
協
会
会
長
に
就
任
し
た
。

栄
誉
・
受
賞

◎
日
本
芸
術
院
賞　

観
世
清
和（
シ
テ
方
観
世
流
）

　

2
0
2
0
年
10
月
4
日
の
観
世
会
秋
の
別
会
で
演
じ
ら
れ
た〈
山
姥　

雪
月
花
之
舞
〉を
は
じ
め
近
年
の
優
れ
た
舞
台
成
果
に
対
し
。

◎
春
の
褒
章

　

旭
日
中
綬
章　

谷
村
育
子（
シ
テ
方
観
世
流
）

　

旭
日
中
綬
章　

國
川
純（
大
鼓
方
高
安
流
）

　

旭
日
中
綬
章　

馬
場
あ
き
子（
歌
人
）

◎
文
化
庁
長
官
表
彰　

一
噌
庸
二（
笛
方
一
噌
流
）

◎
秋
の
褒
章

　

瑞
宝
中
綬
章　

西
野
春
雄（
能
楽
研
究
者
）

◎�

観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞　

松
岡
心
平（
能
楽
研
究
者
）・
野

村
萬
斎（
狂
言
方
和
泉
流
）

◎
催
花
賞　

三
宅
右
近（
狂
言
方
和
泉
流
）と
日
本
ろ
う
者
劇
団

日
本
能
楽
会
・
能
楽
協
会
関
係

◎
日
本
能
楽
会

【
役
員
構
成
】（
2
0
2
1
年
6
月
16
日
現
在
）

《
会
長
》野
村
四
郎（
幻
雪
）※

《
副
会
長
・
常
務
理
事
》金
剛
永
謹

《
常
務
理
事
》観
世
清
和
・
亀
井
保
雄
・
豊
嶋
彌
左
衛
門
・
粟
谷
能
夫
・

山
本
東
次
郎

《
理
事
》梅
若
実
・
浅
見
真
州（
7
月
13
日
逝
去
）・
金
春
安
明
・
高
橋

忍
・
宝
生
和
英
・
武
田
孝
史
・
高
林
白
牛
口
二
・
宝
生
欣
哉
・
飯
冨
雅

介
・
杉
市
和
・
観
世
新
九
郎
・
亀
井
実
・
小
寺
佐
七
・
山
本
哲
也
・
茂

山
七
五
三
・
野
村
萬
斎

《
監
事
》櫻
間
金
記
・
小
林
与
志
郎

【
会
員
数
】
479
名

　

※�

野
村
幻
雪
の
逝
去（
8
月
21
日
）に
伴
い
、
11
月
17
日
付
で
金
剛
永

謹
が
会
長
、
観
世
清
和
・
山
本
東
次
郎
が
副
会
長
に
就
任
。

◎
能
楽
協
会

【
役
員
構
成
】

《
理
事
長
》観
世
銕
之
丞

《
専
務
理
事
》本
田
光
洋
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《
常
務
理
事
》武
田
宗
和
・
香
川
靖
嗣
・
國
川
純
・
観
世
喜
正

《
理
事
》井
上
裕
久
・
大
倉
源
次
郎
・
大
藏
彌
太
郎
・
小
倉
伸
二
郎
・
金

井
雄
資
・
金
子
敬
一
郎
・
桜
井
均
・
種
田
道
一
・
辻
井
八
郎
・
中
村
邦

生
・
成
田
達
志
・
野
村
又
三
郎
・
廣
田
幸
稔
・
藤
波
重
彦
・
宝
生
欣

哉
・
水
上
優
・
山
井
綱
雄
・
山
本
章
弘

《
監
事
》中
村
元
彦
・
丸
岡
圭
一
・
大
和
滋

《
顧
問
》野
村
萬
・
観
世
清
和
・
金
剛
永
謹

【
会
員
数
】
1
0
9
5
名

シ
テ　

観
世
358　

金
春
97　

宝
生
151　

金
剛
63　

喜
多
47　

小
計
716

ワ
キ　

高
安
12　

福
王
15　

宝
生
22　

小
計
49

笛　
　

一
噌
11　

森
田
42　

藤
田
4　

小
計
57

小
鼓　

幸
28　

幸
清
8　

大
倉
17　

観
世
4　

小
計
57

大
鼓　

葛
野
9　

高
安
11　

大
倉
10　

石
井
10　

観
世
2　

小
計
42

太
鼓　

観
世
15　

金
春
18 

小
計
33

狂
言　

大
蔵
75　

和
泉
66　

小
計
141

支
部
別　

東
京
537　

名
古
屋
87　

北
陸
69　

京
都
141　

大
阪
135　

神
戸

40　

九
州
69　

本
部
扱
17

物
故
者

●
橘
保
尚

　

シ
テ
方
観
世
流
。
1
月
30
日
。
享
年
79
。
神
戸
市
出
身
。
橘
晏
正
の

次
男
。
吉
井
司
郎
・
片
山
幽
雪
に
師
事
。
神
戸
観
世
会
・
能
楽
協
会
神

戸
支
部
・
片
山
能
楽
会
に
所
属
。

●
西
出
明
雄

　

シ
テ
方
観
世
流
。
5
月
10
日
。
観
世
喜
之
所
属
。
岡
山
県
の
能
楽
普

及
に
尽
力
。

●
岡
田
晃
一

　

シ
テ
方
観
世
流
。
5
月
25
日
。
享
年
66
。
東
京
都
出
身
。
岡
田
朗
詠

の
長
男
。
梅
若
吉
之
丞
に
師
事
。

●
浅
見
真
州

　

シ
テ
方
観
世
流
。
7
月
13
日
。
享
年
80
。
東
京
都
出
身
。
浅
見
真
健

の
五
男
。
父
・
兄
真
高
及
び
観
世
元
昭
・
観
世
寿
夫
・
八
世
観
世
銕
之

亟
に
師
事
。
1
9
4
5
年
に〈
雲
雀
山
〉子
方
で
初
舞
台
、
57
年
に〈
敦

盛
〉で
初
シ
テ
。〈
重
衡
〉〈
鐘
巻
〉の
復
曲
、
異
流
競
演
の〈
舞
車
〉、
独

演
五
番
能
な
ど
、
意
欲
的
な
活
動
で
一
時
代
を
画
し
た
。
観
世
寿
夫
記

念
法
政
大
学
能
楽
賞
・
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
・
芸
術
院
賞
受
賞
。
紫

綬
褒
章
・
旭
日
小
綬
章
・
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
芸
術
文
化
勲
章
シ
ュ
ヴ
ァ

リ
エ
。
追
悼
記
事
に
「
浅
見
真
州
師
追
悼
」（『
観
世
』
十
一
・
十
二
月

号
）、
西
野
春
雄
「
追
悼　

浅
見
真
州
さ
ん
」（『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
九

月
号
）等
が
あ
る
。　

●
當
山
孝
道

　

シ
テ
方
宝
生
流
。
7
月
14
日
。
享
年
76
。
當
山
俊
道
の
四
男
。
宝
生

重
英
・
宝
生
英
雄
に
師
事
。

●
野
村
幻
雪

　

シ
テ
方
観
世
流
。
8
月
21
日
。
享
年
84
。
東
京
都
出
身
。
六
世
野
村

万
蔵
の
四
男
。
本
名
、
野
村
四
郎
。
十
五
歳
ま
で
和
泉
流
狂
言
方
と
し

て
活
動
し
、
初
舞
台
は
三
歳
の
時
の〈
靱
猿
〉子
方
。
1
9
5
2
年
に

二
十
五
世
観
世
左
近
元
正
に
内
弟
子
と
し
て
入
門
。
55
年
に〈
俊
成
忠
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度
〉で
初
シ
テ
。
2
0
0
8
年
の〈
関
寺
小
町
〉で
三
老
女
を
全
て
披
演
。

〈
利
休
〉〈
無
明
の
井
〉な
ど
、
新
作
能
へ
の
出
演
も
多
数
。
観
世
会
・
銕

仙
会
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、
東
京
芸
術
大
学
邦
楽
科
教
授
に

就
任
し
、
後
進
の
指
導
に
も
尽
力
し
た
。
21
年
4
月
に
雪
号
を
授
与
さ

れ
、「
幻
雪
」
と
改
名
。
日
本
能
楽
会
会
長
。
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大

学
能
楽
賞
・
日
本
芸
術
院
賞
・
文
化
庁
芸
術
祭
賞
・
芸
術
選
奨
文
部
大

臣
賞
受
賞
。
紫
綬
褒
章
・
旭
日
小
綬
章
。
重
要
無
形
文
化
財（
各
個
認

定
／
人
間
国
宝
）認
定
。
追
悼
記
事
に
「
野
村
幻
雪
師
追
悼
」（『
観
世
』

十
一
・
十
二
月
号
）、
羽
田
昶
「
野
村
四
郎
さ
ん
改
メ
幻
雪
氏
を
偲
ぶ
」

（『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
十
一
月
号
）等
が
あ
る
。

●
粟
谷
幸
雄

　

シ
テ
方
喜
多
流
。
8
月
27
日
。
享
年
89
。
九
州
に
お
け
る
喜
多
流
の

普
及
に
尽
力
。

●
瀬
戸
内
寂
聴

　

作
家
。
11
月
9
日
。
享
年
99
。
作
家
と
し
て
幅
広
く
活
躍
す
る
傍
ら
、

新
作
能〈
夢
浮
橋
〉〈
虵
〉を
創
作
。

●
小
林
千
草

　

日
本
語
学
研
究
者
。
11
月
。
享
年
75
。
元
東
海
大
学
教
授
。
狂
言
の

言
葉
に
関
す
る
研
究
で
知
ら
れ
る
。
著
書
に
『
中
世
文
献
の
表
現
論
的

研
究
』『
幕
末
期
狂
言
台
本
の
総
合
的
研
究
』
な
ど
。
千
草
子
の
筆
名

で
小
説
も
多
数
執
筆
し
た
。
新
村
出
賞
受
賞
。

●
柿
原
崇
志

　

大
鼓
方
高
安
流
。
11
月
17
日
。
享
年
80
。
1
9
4
0
年
、
福
岡
県
大

牟
田
市
出
身
。
柿
原
繁
蔵
の
長
男
。
父
に
師
事
。
56
年
に
舞
囃
子〈
船

弁
慶
〉で
初
舞
台
。
同
年
、〈
敦
盛
〉で
初
能
。
59
年
に
上
京
後
、
安
福

春
雄
に
師
事
。
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
新
人
賞
・
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大

学
能
楽
賞
・
恩
賜
賞
・
日
本
芸
術
院
賞
受
賞
。
重
要
無
形
文
化
財（
各

個
認
定
／
人
間
国
宝
）認
定
。

●
八
嶌
正
治

　

能
楽
研
究
者
・
評
論
家
。
12
月
16
日
。
享
年
83
。
元
宮
内
庁
書
陵
部

図
書
調
査
官
。
著
書
に
『
世
阿
弥
の
能
と
芸
論
』
な
ど
。
観
世
寿
夫
記

念
法
政
大
学
能
楽
賞
受
賞
。


